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2024年度 一般社団法人日本地質学会 関東支部総会 

北とびあ７階第２研修室＋Zoom会議（ハイブリッド形式） 

2024年 4月 20日（土）15:40-16:35 

 

プログラム 

１．挨拶 日本地質学会常務理事 中澤 努様 

２．議長選出 

３．開会 

＜2024年度関東支部総会成立の確認＞ 

４．議案審議 

第 1号議案 2023年度活動報告・決算報告 

【1号議案の資料】P.2.「１．2023年度活動報告」 

          P.5.「２．2023年度決算報告（第１表，第２表）」 

 

第 2号議案 2024年度活動計画 

【２号議案の資料】P.3.「３．2024年度活動計画」 

 

第 3号議案 2024年度予算案 

【３号議案の資料】P.6.「４．2024年度予算案（第 3表）」 

 

第 4号議案 役員の選任 

【４号議案の資料】P.4.「５．2023年度幹事選挙結果報告」 

 

５．閉会 

６．挨拶 関東支部長 向山 栄 
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一般社団法人日本地質学会 関東支部 2024年度定例総会資料 

 

１．2023年度活動報告 

2023年度前半の活動計画は新型コロナウィルス感染拡大の影響を受けましたが，

本会（日本地質学会地質災害委員会）と連携した大正関東地震 100年関連行事を含

めて，８件（過去最多）の行事を実施するに到りました．また，講演会のほとんど

はハイブリッド形式で開催されました． 

１）会員の動静 

関東支部会員数（2024日 4月 1日現在）1303名，名誉会員 13名，正会員

1289名（一般 871名，シニア 364名，学生会員 54名） 

地質学会全体の 2023年度末会員数 3101名，年度末退会除籍者数 170名 

２）支部総会：2023年４月９日（日）15:45～16：30，大田区産業プラザ PiO特別

会議室，ハイブリッド形式での実施．出席者数 156名（会場 19名，オンライ

ン 18名，議決権行使書 30名，委任状 89名） ，議長：緒方信一氏（中央開

発株式会社） 

３）定例幹事会：オンラインかハイブリッド形式で月 1回程度の間隔で開催. 

2023年 4月 18日，5月 12日，6月 23日，7月 18日，8月 31日， 

9月 27日，10月 24日，11月 27日，12月 26日， 

2024年 1月 24日，2月 26日，3月 14日，4月 11日 

４）行事 

①巡検 

・アウトリーチ巡検「安房鴨川海岸の地質・地形観察」, 2024年 2月 18日

（日），事前申込制，参加費 2,000円，参加者 22名，講師：高橋直樹氏（千

葉県立中央博物館） 

②学生・若手会員向けの実習・巡検 

・学生・初級者向け「地質断面図」の書き方講座―布良海岸巡検― 

 2023年５月 27日（土）館山市布良海岸野外地質調査 

 28日（日）地質断面図の作成作業(北とぴあ会議室)，事前申込制， 

 参加費：学生 6,000円，一般 10,000円，参加者１名（学生） 

③講演会・シンポジウムなど（ハイブリッド形式） 

・総会講演会，共催：一般社団法人関東地質調査業協会，2023年 4月 9日

（日）14:00～16:45，大田区産業プラザ PiO 3階 特別会議室，参加費無

料，事前申込制， 参加者：65名（会場 21名，オンライン 44名），講師：宇

根 寛氏（元国土地理院地理地殻活動研究センター長,中央開発（株）技術顧

問），「Web地図を活かして災害リスクを理解する」 

・サイエンスカフェ「リアル！南極フィールドワーク！」，2023年 5月 14日

（日）15:00–16:45，ベルギービール アグリオ，参加費：1500円+1ドリン

ク，事前申込制， 参加者 21名，ファシリテータ：岡山悠子氏（科博 SCA），

講師：菅沼悠介氏（国立極地研究所） 

・講演会「県の石－埼玉の岩石・鉱物・化石－」，講演会後に埼玉県の岩石・

鉱物・化石の見学（展示室および野外） ，2023年 7月 8日（土）13：00～

16：00，埼玉県立自然の博物館，事前申込制，参加費：現地，観覧料および

保険料 100円，オンライン，無料，参加者：81名（現地 52名，オンライン
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29名），講師：本間岳史氏（元埼玉県立自然の博物館長），「秩父青石の利用と

宮澤賢治・保阪嘉内が歌に詠んだ岩石鉱物」，北川博道氏（埼玉県立川の博物

館主任学芸員），「県立自然の博物館の世界一のパレオパラドキシア化石コレ

クションとその研究」 

・県の石 ―千葉の岩石・鉱物・化石― 講演会，2024年 1月 14日(日) 

13：00～16：00，千葉県立中央博物館講堂，事前申込制，参加費：現地，資

料代 300円，オンライン，無料，参加者数： 94名（現地 42名，オンライン

52名），講師：高橋直樹氏（千葉県立中央博物館環境教育研究科上席研究

員），「明治の近代化を支えた石材—房州石」，門馬綱一氏（国立科学博物館研

究主幹），「天然ガスを含む鉱物一千葉石」，伊左治鎭司氏（千葉県立中央博物

館教育普及課長）「下総層群木下層の堆積環境と“木下貝層”の貝化石につい

て」 

④ 大正関東地震 100年関連行事（日本地質学会地質災害委員会と連携） 

・講演会「関東地震から 100年」，後援：一般社団法人 関東地質調査業協

会，９月 30日（土）13:30–16:10，オンライン形式，事前申込制，参加費：

無料，参加者：80名，講師：井上公夫氏（一般財団法人砂防フロンティア整

備推進機構），「関東大震災と土砂災害」，石渡 明氏（元地質学会会長・原子

力規制委員会），「将来の関東地震・南海トラフ地震と地震西進系列」 

・震生湖巡検，2023年 12月 2日（土）10:00–16:00頃，事前申込制，会費：

2000円，参加者 14名，講師：千木良雅弘氏（深田地質研究所理事長），笠間

友博（箱根ジオパーク推進室） 

６）支部顕彰：支部功労賞，次年度総会開催時に表彰状とトロフィーの授与，受

賞者：那須野が原博物館（推薦者：布川嘉英氏），米澤正弘氏（推薦者：高橋

直樹氏），支部功労賞選考委員長 山崎晴雄氏 

 

２．2023年度決算報告 

P.５．第１表参照，第２表参照 

 

 

３．2024年度活動計画 

１）活動方針 

  ①他学会と連携した社会に根ざした地質学の情報提供 

  ②多様な会員へのサービス提供 

  ③地質学の地域社会に向けた普及・広報活動 

  ④学生・若手会員向けの実習・巡検 

   （学生・若手会員への支援・会員拡大のため） 

２）支部総会：2023年４月 20日（土）15:50～16：45，北とぴあ第２研修室，ハ

イブリッド形式で実施 

３）定例幹事会：オンラインかハイブリッド形式で月 1回程度の間隔で開催. 

４）行事 

①巡検・見学会 

・アウトリーチ巡検 

・葛生化石館観察会 
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②学生・若手会員向けの実習・巡検 

・城ヶ島巡検 

・清澄フィールドキャンプ（清澄 FC） 

③講演会・シンポジウムなど 

・総会講演会，2024年 4月 20日（土）14:00-15:40，北とぴあ７階第２研修

室，講師：向山 栄氏（国際航業株式会社 公共コンサルタント事業部） 

・サイエンスカフェ 

・講演会「県の石－東京の岩石・鉱物・化石－」 

５）支部顕彰：支部功労賞（表彰状とトロフィーの授与） 

 

４．2024年度予算案 

  P.6．第３表参照 

 

５．2023年度幹事選挙結果報告 

   

日本地質学会関東支部選挙管理委員会 

委員長 入野 寛彦 

委員 亀高 正男 

河村 知徳 

 

2024年 3月 1日（金）〜3月 11日（月）の立候補期間に幹事候補者が定数の

20名を越えなかったため，日本地質学会関東支部細則第１条６にしたがい，無投

票で下記の全立候補者が新幹事候補として選出されました． 

 

① 荒井 良祐   川崎地質株式会社 

② 飯田 和也    駒場東邦中学高等学校 

③ 小田原 啓   神奈川県温泉地学研究所 

④ 笠間 友博   箱根町企画課ジオパーク推進室 

⑤ 加藤 潔    駒澤大学 総合教育研究部 

⑥ 金丸 龍夫   日本大学 文理学部 地球科学科 

⑦ 河尻 清和   相模原市立博物館 

⑧ 澤田 大毅    株式会社 地球科学総合研究所 

⑨ 冨田 一夫    鹿島建設株式会社 
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⑩ 納谷 友規    国立研究開発法人産業技術総合研究所 

⑪ 久田 健一郎  NPO 法人地学オリンピック日本委員会 

⑫ 廣谷 志穂    アジア航測株式会社 

⑬ 方違 重治    国土防災技術株式会社 

⑭ 細矢 卓志    中央開発株式会社 

⑮ 本田 尚正    東京農業大学 地域環境科学部 地域創成科学科 

⑯ 山本 秀忠    大日本ダイヤコンサルタント株式会社 

⑰ 代永 佑輔    株式会社 地圏総合コンサルタント 

以上 17名（あいうえお順） 

 

 

 

 

 

第１表．支部会計 2023年度収支報告 1 

 

⇒2023年度関東支部の収支はマイナス 151,480円 

⇒125,986円は通帳上の本部から関東支部への送金額 
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第２表．特別会計 2023年度収支報告 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

⇒2024年度活動費としてマイナス 207,788円を計上 
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第３表．2024年度予算案 


